
図版リスト



図版リスト（写真）

PLATE 1

　1. メッセネ神殿、俯瞰

PLATE 2

　1. メッセネ神殿、北西からの全景 

　2. メッセネ神殿、東からの全景

PLATE 3

　1. 西階段、西からの全景

　2. 西階段、南西からの全景

PLATE 4

　1. 西側面、階段の基礎

　2. 東側面、南からの全景

PLATE 5

　1. 東側面、西からの全景

　2. 東側面、南東からの全景

PLATE 6

　1. 東側の基礎

　2. 東側スロープの基礎

PLATE 7

　1. 神殿北側、 粗仕上げ石材の基礎

　2. 神殿南側、岩盤を利用した基礎

PLATE 8

　1. メッセネ神殿、北西からの全景 ( 復元後 )

　2. メッセネ神殿、南東からの全景 ( 復元後 ) 

PLATE 9

　1. メッセネ神殿、西からの全景 ( 復元後 )  

    2. メッセネ神殿、東からの全景 ( 復元後 )

PLATE 10

　1. 内陣、西からの全景 ( 復元後 )

　2. 内陣、東からの全景 ( 復元後 )

PLATE 11

　1. 内陣、南西からの全景 ( 復元後 )

　2. 内陣、北東からの全景 ( 復元後 )  

PLATE 12

　1. 復元された南側面

　2. 復元された北側面

PLATE 13

　1. ナオス敷居　

　2. 復元された北側面

PLATE 14

　1. メッセネ神殿西側の建物 (1)

　2. メッセネ神殿西側の建物 (2)

PLATE 15

　1. 神殿南側の宝物庫

　2. アルシノエの泉

PLATE 16

　1. クレピス部材 Δ50

　2. クレピス部材 Δ52

　3. クレピス部材 Δ59

　4. クレピス部材 Δ157

　5. クレピス部材 Δ181

　6. クレピス部材 Δ555

　7. クレピス部材 Δ556

PLATE 17

　1. スタイロベート部材 Δ43

　2. スタイロベート部材 Δ56

　3. スタイロベート部材 Δ64+Δ161+Δ383

　4. スタイロベート部材 Δ75

　5. スタイロベート部材 Δ96a+b

　6. スタイロベート部材 Δ117+Δ118

PLATE 18

　1. スタイロベート部材 Δ130

　2. スタイロベート部材 Δ147

　3. スタイロベート部材 Δ267

　4. スタイロベート部材 Δ353

　5. スタイロベート部材 Δ454

　6. スタイロベート部材 Δ590

PLATE 19

　1. スタイロベート部材 Δ670

　2. スタイロベート部材 ΔX4

　3. スタイロベート部材 ΔX5

　4. スタイロベート部材 ΔX9

　5. スタイロベート部材 ΔX10

PLATE 20

　1. フルーティングの痕跡

　2. 床舗装部材 Δ55

　3. 床舗装部材 ΔX2

図版リスト（写真）



図版リスト（写真）

　PLATE 21

　1. トイコベート部材 ( アンタ ) Δ47

　2. トイコベート部材 ( アンタ ) Δ223

　3. トイコベート部材 ( アンタ ) Δ349

　4. トイコベート部材 ( アンタ ) Δ577+Δ580

　5. モールディング詳細

PLATE 22

　1. トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ3

　2. トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ9

　3. トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ140

　4. トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ145

　5. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ1

　6. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 )  Δ8

PLATE 23

　1. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ15

　2. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ16

　3. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ18

　4. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ48

　5. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ143

　6. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ465

PLATE 24

　1. トイコベート部材

　　　( ナオスの側面壁 )Δ575+Δ576+Δ579

　2. トイコベート部材

　　　( オピストドモスの仕切り壁 ) Δ2

　3. トイコベート部材

　　　( オピストドモスの仕切り壁 ) Δ14

　4. トイコベート部材

　　　( オピストドモスの仕切り壁 ) Δ169

　5. トイコベート部材

　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ21

　6. トイコベート部材

　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ49

PLATE 25

　1. トイコベート部材

　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ131

　2. トイコベート部材

　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ220

　3. トイコベート部材

　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ243

　4. トイコベート部材

　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) ΔX8

　5. トイコベート部材 ( プロナオス仕切り壁 ) Δ11

　6. トイコベート部材 ( プロナオス仕切り壁 ) Δ17

PLATE 26

　1. 敷居部材 Δ13+Δ133+Δ477+ΔX4, Δ119  

　2. 敷居部材の詳細 (1)

　3. 敷居部材の詳細 (2) 

PLATE 27

　1. 敷居部材 Δ572

　2. 敷居部材 ΔX6

　3. 敷居部材 ΔX7

PLATE 28

　1. オルソスタット部材

　　　( アンタ ) Δ4+Δ568+Δ574+ΔX3

　2. オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ6

　3. オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ22

　4. オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ40+Δ45

　5. オルソスタット部材 ( 交差部 ) Δ19

　6. オルソスタット部材 ( 交差部 ) Δ144

PLATE 29

　1. オルソスタット部材 ( プロナオス側面壁 ) Δ27

　2. オルソスタット部材

　　　( プロナオス仕切り壁 )  Δ20

　3. オルソスタット部材

　　　( オピストドモス仕切り壁 )  Δ7

　4. オルソスタット部材 ( 不明 )  Δ98+98a

　5. 壁ブロック部材 Δ68

　6. 壁ブロック部材 Δ105+Δ105α

PLATE 30　　

　1. 円柱ドラム Δ61

　2. 円柱ドラム Δ62

　3. 円柱ドラム Δ63

　4. 円柱ドラム Δ67

　5. 円柱ドラム Δ84

　6. 円柱ドラム Δ87

PLATE 31

　1. 円柱ドラム Δ88

　2. 円柱ドラム Δ111

　3. 円柱ドラム Δ121



　4. コーニス部材 Δ717

　5. シーマ部材 Δ135

　4. 円柱ドラム Δ122

　5. 円柱ドラム Δ124

　6. 円柱ドラム Δ126

PLATE 32

　1. 円柱ドラム Δ127

　2. 円柱ドラム Δ128

　3. 円柱ドラム Δ148

　4. 円柱ドラム Δ149

　5. 円柱ドラム Δ150

　6. 円柱ドラム Δ165

PLATE 33　

　1. 円柱ドラム Δ167

　2. 円柱ドラム Δ168

　3. 円柱ドラム Δ190

　4. 円柱ドラム Δ191

　5. 円柱ドラム Δ193

　6. 円柱ドラム Δ653

PLATE 34

　1. 円柱ドラム上面

　2. 円柱ドラム側面のダボ穴

　3. 漆喰の痕跡

PLATE 35

　1. ドリス式柱頭 Δ32

　2. ドリス式柱頭 ΔX1

　3. ドリス式柱頭の上面

　4. ドリス式柱頭の詳細 

PLATE 36

　1. アーキトレイヴ部材 Δ85+Δ86

　2. アーキトレイヴ部材 Δ166

　3. アーキトレイヴの支持部材 Δ294

PLATE 37

　1. フリーズ部材 Δ107

　2. フリーズ部材 Δ159

　3. フリーズ部材 Δ210

　4. フリーズ部材 Δ279

　5. フリーズ部材 Δ293

PLATE 36

　1. フリーズ部材 Δ406

　2. フリーズ部材 Δ773

　3. コーニス部材 Δ380

図版リスト（写真）



PLATE 72　トイコベート部材

　　　　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁) Δ21

PLATE 73　トイコベート部材

　　　　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁) Δ49

PLATE 74　トイコベート部材

　　　　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁) Δ131

PLATE 75　トイコベート部材

　　　　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁) Δ220

PLATE 76　トイコベート部材

　　　　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁) Δ243

PLATE 77　トイコベート部材

　　　　　　(プロナオス及びオピストドモス側面壁) ΔX8

PLATE 78　トイコベート部材

　　　　　　( プロナオスの仕切り壁 ) Δ11

PLATE 79　トイコベート部材

　　　　　　( プロナオスの仕切り壁 ) Δ17

PLATE 80　敷居部材 Δ13+Δ133+Δ477+ΔX4, Δ119

PLATE 81　敷居部材 Δ572&ΔX6

PLATE 82　オルソスタット部材 

　　　　　　( アンタ ) Δ4+Δ568+Δ574+ΔX3

PLATE 83　オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ6

PLATE 84　オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ22

PLATE 85　オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ40+Δ45

PLATE 86　オルソスタット部材 ( 交差部 ) Δ19

PLATE 87　オルソスタット部材 ( 交差部 ) Δ144

PLATE 88　オルソスタット部材 

　　　　　　( プロナオスの側面壁 ) Δ27

PLATE 89　オルソスタット部材 

　　　　　　( プロナオスの仕切り壁 ) Δ20

PLATE 90　オルソスタット部材

　　　　　　( オピストドモスの仕切り壁 ) Δ7

PLATE 91　オルソスタット部材 ( 不明 ) Δ98+Δ98a

PLATE 92　壁ブロック部材 Δ68

PLATE 93　壁ブロック部材 Δ105+Δ105α

PLATE 94　円柱ドラム Δ127

PLATE 95　ドリス式柱頭 Δ32

PLATE 96　ドリス式柱頭  ΔX1 

PLATE 97　ドリス式柱頭  ΔX1 ( 復元 )

PLATE 98　アーキトレイヴ部材 Δ85+Δ86

PLATE 99　アーキトレイヴ部材 Δ166

図版リスト（図面）

PLATE 39   クレピス部材 Δ50 

PLATE 40   クレピス部材 Δ59

PLATE 41    クレピス部材 Δ181

PLATE 42    クレピス部材 Δ555

PLATE 43    クレピス部材 Δ556

PLATE 44　スタイロベート部材 Δ43

PLATE 45　スタイロベート部材 Δ64+Δ161+Δ383

PLATE 46　スタイロベート部材 Δ96a+b

PLATE 47　スタイロベート部材 Δ117+Δ118

PLATE 48　スタイロベート部材 Δ130

PLATE 49　スタイロベート部材 Δ147

PLATE 50　床舗装部材 Δ55

PLATE 51　床舗装部材 ΔX2

PLATE 52　トイコベート部材 ( アンタ ) Δ47　　　

PLATE 53　トイコベート部材 ( アンタ ) Δ223

PLATE 54　トイコベート部材 ( アンタ ) Δ349

PLATE 55　トイコベート部材 ( アンタ ) Δ577+Δ580

PLATE 56　トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ3

PLATE 57　トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ9

PLATE 58　トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ140

PLATE 59　トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ145

PLATE 60　トイコベート部材 ( ナオス側面壁 ) Δ1

PLATE 61　トイコベート部材 ( ナオス側面壁 ) Δ8

PLATE 62　トイコベート部材 ( ナオス側面壁 ) Δ15

PLATE 63　トイコベート部材 ( ナオス側面壁 ) Δ16

PLATE 64　トイコベート部材 ( ナオス側面壁 ) Δ18

PLATE 65　トイコベート部材 ( ナオス側面壁 ) Δ48

PLATE 66　トイコベート部材 ( ナオス側面壁 ) Δ143

PLATE 67　トイコベート部材 ( ナオス側面壁 ) Δ465

PLATE 68　トイコベート部材

　　　　　　( ナオス側面壁 ) Δ575+Δ576+Δ579

PLATE 69　トイコベート部材

　　　　　　( オピストドモス仕切り壁 ) Δ2

PLATE 70　トイコベート部材

　　　　　　( オピストドモス仕切り壁 ) Δ14

PLATE 71　トイコベート部材

　　　　　　( オピストドモス仕切り壁 ) Δ169

図版リスト（図面）



PLATE 100　アーキトレイヴ部材 Δ294

PLATE 101    フリーズ部材 Δ159

PLATE 102　フリーズ部材 Δ279&Δ773

PLATE 103　フリーズ部材 Δ293

PLATE 104　フリーズ部材 Δ406

PLATE 105　コーニス部材 Δ380 

PLATE 106　コーニス部材 Δ717

PLATE 107　 シーマ部材 Δ135 

PLATE 108　メッセネ都市地図

PLATE 109　メッセネ中心部地図

PLATE 110　メッセネ神殿平面図 2003

PLATE 111　メッセネ神殿平面図 2007 

PLATE 112　神殿復元平面図（現状との合成） 

PLATE 113　基壇断面図

PLATE 114　神殿復元平面図

PLATE 115　神殿復元立面図

PLATE 116　トイコベート配置図

PLATE 117　トイコベート配置図（底面見上げ）

PLATE 118　オルソスタット配置図

PLATE 119　オーダー詳細図

PLATE 120    紀元前 4世紀～紀元前 1世紀

          ドリス式建築リスト（神殿）

PLATE 121   紀元前 4世紀～紀元前 1世紀

          ドリス式建築リスト（その他の建物）

PLATE 122   柱プロポーション参照建築リスト

PLATE 123   エンタブラチャープロポーション

          参照建築リスト

図版リスト（図面）



PLATE �

�. メッセネ神殿、俯瞰



PLATE �

�. メッセネ神殿、北西からの全景 

�. メッセネ神殿、東からの全景 



PLATE �

�. 西階段、西からの全景

�. 西階段、南西からの全景



PLATE �

�. 西側面、階段の基礎 

�. 東側面、南からの全景



PLATE �

�. 東側面、西からの全景

�. 東側面、南東からの全景



PLATE �

�. 東側の基礎 

�. 東側スロープの基礎



PLATE �

�. 神殿北側、 粗仕上げ石材の基礎 

�. 神殿南側、岩盤を利用した基礎 



PLATE �

�. メッセネ神殿、北西からの全景 ( 復元後 )  

�. メッセネ神殿、南東からの全景 ( 復元後 )   



PLATE �

�. メッセネ神殿、西からの全景 ( 復元後 )  

�. メッセネ神殿、東からの全景 ( 復元後 )   



PLATE �0

�. 内陣、西からの全景 ( 復元後 )

�. 内陣、東からの全景 ( 復元後 )



PLATE ��

�. 内陣、南西からの全景 ( 復元後 )

�. 内陣、北東からの全景 ( 復元後 )



PLATE ��

�. 復元された南側面

�. 復元された北側面



PLATE ��

�. ナオス敷居

�. 南西からの全景（復元後）



PLATE ��

�. メッセネ神殿西側の建物 (�)  

�. メッセネ神殿西側の建物 (�)  



PLATE ��

�. 神殿南側の宝物庫

�. アルシノエの泉  



PLATE ��

�. クレピス部材 Δ50 �.   クレピス部材 Δ52

�. クレピス部材 Δ59 �. クレピス部材 Δ157

�. クレピス部材 Δ181 �. クレピス部材 Δ555

�. クレピス部材 Δ556



PLATE ��

�. スタイロベート部材 Δ43 �. スタイロベート部材 Δ56

�. スタイロベート部材 Δ64+Δ161+Δ383 �. スタイロベート部材 Δ75

�. スタイロベート部材 Δ96a+b �. スタイロベート部材 Δ117+Δ118



PLATE ��

�. スタイロベート部材 Δ130 �. スタイロベート部材 Δ147

�. スタイロベート部材 Δ267 �. スタイロベート部材 Δ353

�. スタイロベート部材 Δ454 �. スタイロベート部材 Δ590



PLATE ��

�. スタイロベート部材 Δ670 �. スタイロベート部材 ΔX4

�. スタイロベート部材 ΔX5 �. スタイロベート部材 ΔX9

�. スタイロベート部材 ΔX10



PLATE �0

�. フルーティングの痕跡

�. 床舗装部材 Δ55

�.  床舗装部材 ΔX2



PLATE ��

�. トイコベート部材 ( アンタ ) Δ47 �. トイコベート部材 ( アンタ ) Δ223

�. トイコベート部材 ( アンタ ) Δ349 �. トイコベート部材 ( アンタ ) Δ577+Δ580

�. モールディング詳細



PLATE ��

�. トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ3 �. トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ9

�. トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ140 �. トイコベート部材 ( 交差部 ) Δ145

�. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ1 �. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 )  Δ8



PLATE ��

�. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ15 �. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ16

�. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ18 �. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ48

�. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ143 �. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 ) Δ465



PLATE ��

1. トイコベート部材 ( ナオスの側面壁 )Δ575+Δ576+Δ579 2. トイコベート部材 ( オピストドモスの仕切り壁 ) Δ2

3. トイコベート部材 ( オピストドモスの仕切り壁 ) Δ14 4. トイコベート部材 ( オピストドモスの仕切り壁 ) Δ169

5. トイコベート部材 (プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ21 6. トイコベート部材 (プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ49



PLATE ��

1. トイコベート部材

　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ131
2. トイコベート部材　

　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ220

3. トイコベート部材
　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) Δ243

4. トイコベート部材

　(プロナオス及びオピストドモス側面壁用) ΔX8

�. トイコベート部材 ( プロナオス仕切り壁 ) Δ11 �. トイコベート部材 ( プロナオス仕切り壁 ) Δ17



PLATE ��

�. 敷居部材 Δ13+Δ133+Δ477+ΔX4, Δ119 

�. 敷居部材の詳細 (�) �. 敷居部材の詳細 (�) 



PLATE ��

�. 敷居部材 ΔX7

�. 敷居部材 Δ572 �. 敷居部材 ΔX6



PLATE ��

�. オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ4+Δ568+Δ574+ΔX3 �. オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ6

�. オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ22 �. オルソスタット部材 ( アンタ ) Δ40+Δ45

�. オルソスタット部材 ( 交差部 ) Δ19 �. オルソスタット部材 ( 交差部 ) Δ144



PLATE ��

�. オルソスタット部材 ( プロナオス仕切り壁 )  Δ20

�. オルソスタット部材 ( オピストドモス仕切り壁 )  Δ7 �. オルソスタット部材 ( 不明 )  Δ98+98a

�. 壁ブロック部材 Δ68 �. 壁ブロック部材 Δ105+Δ105α

�. オルソスタット部材 ( プロナオス側面壁 ) Δ27



PLATE �0

�. 円柱ドラム Δ61　　　　　 �. 円柱ドラム Δ62
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シーマ部材 Δ135 



PLATE 108

メッセネ都市地図
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メッセネ中心部地図
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メッセネ神殿平面図 2003
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メッセネ神殿平面図 2007 
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神殿復元平面図（現状との合成）
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基壇断面図
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PLATE　115

メッセネ神殿復元立面図
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PLATE 116

トイコベート配置図



PLATE　117

トイコベート配置図（底面見上げ）



PLATE 118

オルソスタット配置図
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PLATE　119

オーダー詳細図
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PLATE 120

紀元前 4世紀～紀元前 1世紀ドリス式建築リスト（神殿）



PLATE　121

紀元前 4世紀～紀元前 1世紀ドリス式建築リスト（その他の建物）



PLATE 122

柱プロポーション参照建築リスト



PLATE　123

エンタブラチャープロポーション参照建築リスト
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ギリシア古代都市メッセネのメッセネ神殿の復元に関する研究

論文要旨

論文の構成

第 1 章　研究の目的とメッセネのメッセネ神殿の発掘や研究の背景と、ギリシア建築の研究

　　　　における神殿に関する研究背景を述べる。

第 2 章　調査によって得られた、遺構や出土部材に関して、各部ごとに詳しく報告する。出

　　　　土部材に関しては寸法の分析、考察を含めながら部材を分類し詳細に述べる。

第 3 章　2 章で報告した遺構の現状と出土部材から、神殿の復元を行う。この章では現存す

　　　　る部材の分析から復元可能な神殿の周柱の平面と内陣、オーダーの復元を行った。

　　　　部材のみでは判断できない柱の高さに関しては、次章にて他の神殿との比較により、

　　　　値を決定する。

第 4 章　3 章で復元が完了したメッセネ神殿と他の神殿と比較しメッセネ神殿の建築的特徴

　　　　を明らかにする。また、その結果を用い柱の高さの決定を行う。

第 5 章　総括と今後の課題を展望する。

研究の目的

　メッセネはペロポネソス半島南西部にあり、紀元前 4 世紀半ばに建設された古代都市であ

る。メッセネ神殿はアゴラ（広場）で 2003 年に発掘された新しい遺構で、そのためこれま

で建築史的観点からの研究はされておらず、十分な報告がされていなかった。筆者は 2005

年～ 2007 年の毎年夏、現地にて実測調査を行い、メッセネ神殿の建築遺構の資料を得た。

本研究の目的は、ギリシアの古代都市メッセネにおいて発掘されたメッセネ神殿に関して、

調査で得られた資料に基づいて復元を行い、メッセネ神殿の建築的特徴を明らかにし、ギリ

シア建築史の中で歴史的位置づけを行うことである。

研究の背景

　ドリス式神殿はクラシック期にその最盛期を迎えたといわれており、ヘレニズム期になる

と、より自由な設計が可能となるイオニア式が好まれ、ほとんど作られなくなってしまった。

ドリス式神殿に関する研究は既に、数多く行われており、総括的な分析で代表的なものとし

てはウィトルヴィウスが「建築十書」において、その設計法と比例関係について詳しく述べ



ている。また比較的新しい研究としては J. J. クールトン氏によってその比例関係と設計法、

施工法にいたるまで詳しく述べている。しかしながら先述したように、ヘレニズム期における、

ドリス式神殿は例が少なく、新しく発見されたメッセネ神殿はその貴重な例の一つであるとい

える。ドリス式の凋落期といわれるヘレニズム期においてドリス式神殿がどのように変貌を遂

げたのか、現地調査による新しい資料を用い明らかにする。

メッセネ神殿の現状

　メッセネ神殿は都市の中央、市民の生活の中心であるアゴラ（広場）のほぼ中央近い位置に

建てられていたドリス式神殿である。遺構の広さは約 15 × 30 ｍであり、西側には 5 段の階

段が現存している。神殿の基礎に関しては、床材を支えたと考えられるポロスによる基礎部材

が西側に 6 列、東側に 3 列残り、また削られた岩盤がわずか出土しているのみでほとんど痕

跡は見られなかった。遺構からはクレピス、スタイロベート、トイコベート、オルソスタット

など、神殿の床、壁を構成する部材が多く出土したが、エンタブラチャーの部材はわずかであっ

た。この中から主要な部材 86 個の部材の実測を行った。神殿の建設時期は、考古学調査の結

果から紀元前 4 世紀の終わりころだとされている。

メッセネ神殿の復元と考察

　調査を行った部材の寸法から、基本となる柱間寸法を算出し神殿の周柱の平面を復元した。

その結果、メッセネ神殿は正面 6 本、側面に 12 本の柱を持つ周柱式の神殿であることがわかっ

た。また、内陣部を構成するトイコベート部材は、ほとんどが現存していることが分かったた

め、その形状と施工痕から部材の元の位置を特定することができた。柱の高さは現存する円柱

ドラム部材の平均高さと他神殿との比較から得られた比例関係を元に復元を行い、円柱の下部

直径の約 6 倍の値とした。また、神殿西側の階段を地形のレベルから復元すると 9 段が設置

されていたことがわかった。

結論

　メッセネ神殿は正面 6 本、側面に 12 本の柱をもつ周柱式の神殿であり、大きさは 11.024

× 22.544 ｍという周柱式の神殿としてはかなり小さなものであった。内陣はナオス、プロナ

オス、オピストドモスの 3 室をもつ形体で、プロナオスとナオス入口には扉が設置されていた。

オーダーの比例関係では 4 世紀終わりころの神殿としては柱頭のくびれがやや大きく、柱の

くびれが小さい傾向があった。また、トイコベートの側面にモールディングを施すなどイオニ

ア式の影響も見てとれた。さらに、神殿西側には 9 段もの階段が設置されており、このよう

な階段が付けられたドリス式神殿は非常に珍しい。



ABSTRACT
A Study of Reconstruction of the Messene Temple at Ancient Messene

  Nobuaki Yasui

Outline

Chapter 1: Objectives and background of the study. 

Chapter 2: Document of the architectural remains at the site. The site itself and the discovered 

blocks are described in detail. The dimensions and shape of the blocks are analyzed. 

Chapter 3: Reconstruction of the temple on the basis of the data. Plan of the exterior 

colonnades and that of the cella wall were studied.  The placement of the discovered 

toichobate blocks was also studied. The exterior order of the temple was reconstructed based 

on the study of the blocks and parallels examples. 

Chapter 4: Historical and comparative studies with other Doric temples and evaluation of the 

Messene Temple. 

Chapter 5: Summary, conclusion and the prospect of the study in the future.

Objectives

Messene, an ancient city in Peloponnesos, Greece, was founded by Epaminondas, the Theban 

hero, in 369 BC. The Messene Temple was recently excavated around the center of its agora 

in 2003 and its study from the viewpoint of architectural history has not been done yet. The 

author, as one of the members of Japanese Mission, took part in the architectural survey 

for four seasons from 2005 to 2007 and made original data as drawings, photographs, 

descriptions, etc. The objectives of this study are firstly to reconstruct the original form of the 

temple based on our data, secondly to make clear its architectural characteristics, and thirdly 

to study it from historical background. 

Background of the study

The Doric temples reached its apogee during the classical period. However, during the 

Hellenistic period, fewer Doric temples became to be built compared with Ionic style for 

its flexibility of design. The Doric temples have been studied well enough not only even in 

antiquity as, for example, ‘’De Architectura’’ by Vitruvius but also in modern time. As one of 

the modern studies, J.J. Coulton analyzed its design, plan and construction. Considering fewer 

examples of Doric Hellenistic temples, the newly found Messene Temple in Messene would 

be one of the precious examples. Thus the study of the Messene Temple would be valuable to 

know the transition of Doric temples in Hellenistic period.



Site and remains of the temple

The Messene Temple is located around the center of the Agora which is at the center of 

ancient city of Messene. The size of the temple is of ca.15 × 30m. A flight of 5 stairs remain 

to the west of the temple. Some foundation blocks of poros stone were found in situ at the 

site; 6 blocks on the west side and 3 on the east. Around the foundation, bedrock was exposed 

and discovered carved flat. From the site, many blocks of crepis, stylobate, toichobate, 

orthostate, etc, were found, however, fewer blocks from entablature were discovered. We 

measured and drew important 86 blocks except fragments. According to the archaeological 

study of the excavator, Prof. P. Themelis, the temple was dated to the end of 4th century B.C.

Reconstruction and analysis of the temple

The author reconstructed peripteral plan of the temple based on the dimensional analysis of 

the blocks, calculating the intercolumniations. As a result we have found that the temple was 

in peripteral plan and the numbers of the columns were 6 on the front and 12 on the flanks. 

Many of the toichobate blocks were preserved, and their original places were identified with 

their shape, dimensions, traces of clamps and dowels, together with the analysis of the plan 

of the cella wall. The height of the column is unknown with the lack of a complete set of a 

column and it was decided hypothetically 6 times as tall as the height of the bottom drum. 

The west staircase was found to have had 9 steps.

Summary and Conclusion

The Messene temple is a peripteral temple which has 6 columns on the ends and 12 on the 

flanks with the size of 11.024 × 22.544 m. It was very small comparatively as a peripteral 

temple. The cella was divided into naos, pronaos and opisthodomos and there was a doorway 

between pronaos and naos. The upper diameter of the column might be comparatively small 

in the proportion of capital, on the other hand it might be large in that of columns. Ionic 

influence of decorational tendency was observed on the molding of outer surface of the 

toichobate. The staircase of 9 steps attached on the west side is a rare example as a Doric 

temple. 
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